
 

改めて「人権」について考える 

                                   校 長  駒 崎 彰 一 
 

日本人の道徳観や倫理観と大きく関わるものに、古く中国から伝わった「論語」があります。「論

語」は「孔子」の生涯での政治的、社会的あるいは内省的な発語を、のちに弟子たちが師との対話の

形で記録したものです。人生の「知恵の書」として長く広く読まれ、聖徳太子から戦国武将にいたる

まで、歴史を大きく揺るがした出来事の背景には、「論語」つまり孔子の教えがあるといわれていま

す。 

この「論語」の中で、孔子の弟子である子責（しこう）が「たった一言で、一生涯これを行うべき

指針となる言葉は何ですか。」とたずねたとき「それは恕である。自分にしてほしくないことは、他

人にしてはならないということだ。」と答えたといいます。 

これは「論語」衛霊公に記されています。 

子貢問曰、「有一言而可以終身行之者乎」。子曰、「其恕乎。己所不欲、勿施於人」 
子貢問ひて曰く、「一言にして以て終身之を行ふ可き者有りや」。子曰く、「其れ恕か。己の欲せざ

る所は、人に施すこと勿れ」。 

 この有名な一節である「恕」の精神は、自他の尊厳を基盤とする「人権」に関する意識の基本であ

るといわれています。 

 そもそも｢人権｣とは何か。辞書を引くと「人間が人として本来もっている権利」と書かれています。

人間は生まれながらにして生きる権利があるように、人として本来もっている権利が誰にでもあり

ます。つまり、人間が、人間として、人間らしく「幸せ」に生きる権利なのです。各家庭でも学校で

も学んでいますが、この「人権」を尊重することを絶えず考えていかなければなりません。 

今月１０日は、国連で「世界人権 DAY」と定めています。全世界で人権を守ることを宣言した「世

界人権宣言」が成立した１９４８年１２月１０日が基準となっています。そして、その前後を「人権

週間」として、いろいろな行事を行って、人権に対する意識を高めています。本校でも「人権」につ

いての学習を深めていく予定です。 

 昨今の社会では、残念ながら、いじめ・暴力・誹謗中傷といった人権を侵害する出来事が起きて

います。人間は誰でも「わがまま」な気持ちをもっています。しかし、それは家庭や学校で学び続け

ることによって「我慢すること」や「自分を抑えること」が段階的に身につけていきます。 

つまり、孔子の言った「自分にしてほしくないことは他人にもしてはならない」ことである「恕」

の精神を学んでいきます。学校は、集団生活を通して、その基礎を学ぶ場所です。集団生活を通し

て、思いやりの心やお互いの立場の違いを認め合う心、いわゆる「豊かな心」が育っていくといわれ

ています。 
 

人間は、人間として誰でも平等に幸福に生きる権利をもっています。 
 

よりより集団生活で、ますます楽しい学校生活を築き、将来よりよい社会を築いていくために、

「人権」について、心の中に深く刻み込んで、日々の集団生活を送ってほしいと思います。 

自律・協働・参画  

笹 塚 中 だ よ り  
渋谷区立 笹 塚 中学校（令和２年１２月１０日発行）    

https://shibuya.schoolweb.ne.jp/sasadukaj  



未来に向けた学びの創造  
“プログラミングは７０億人にとどけられる価値を作り出せます”これは、完全オンラインで遠隔授

業をしていただいた(株)レベルエンター 代表取締役 山本大さんの言葉です。これから大人になり、地

域社会の担い手となる生徒に向けて次のような言葉もいただきました。“大人に

なるにつれて、考えなければいけない問題は、数学や社会のように答えのあるも

のだけじゃなくなってきます。そんな答えのない問題を考えるときプログラミン

グの考え方は、とても役に立ちます。”そして、答えの決まっていない問題の解

決に役に立つプログラミング的思考とは、“目的を設定する→課題・問題を分析

する→解決策を設計する→実施・実行する→評価・改善する→新たに目的を設定

する”プログラミングでは、これが高速に反復できることから、未来に向けた学び方として、プログラ

ミングを学ぶ意義があるわけです。このような「プログラミング的思考」はこれからも大切にしていき

たいと考えています。 

FPV ROBOTICS(株) 代表取締役 駒形政樹さん

には、ドローンに関する授業を行っていただきまし

た。ドローンのこれから

の可能性についてのお話

は、未来を感じることの

できる内容でした。実際

にドローンの操縦やプロ

グラミング飛行に全校生徒が挑戦し、失敗しながらも前進していく生徒たちの柔軟な対応力からは、こ

れからの時代を力強く生き抜いていく力を感じました。 

 

新型タブレット PC 大活躍 本格活用の「スタートダッシュ」 

＜生徒総会＞ 
生徒会も新体制となり、11 月 27 日に生徒総会

を行いました。今回は、開催予定時間が 50 分とい

うことでオンラインによって行いました。議案書も

ペーパーレスを図りタブレットで共有しました。質

問やその回答のやり取りなど各クラスの学級委員と

連携しながら上手に運営していました。               
 

＜校外学習事前学習発表会＞ 
 1 年生では、ジグソー学習による見学場所調べと

コース作成を「One Note」を活用して行いまし

た。「オクリンク」と「Teams」によるプレゼンテ

ーションでは、各班とも発表条件である 5 分間を有

効に活用し、素晴らしい発表ができました。本番に

向けて、帰宅後 Teams を活用してオンラインで打

合せを行った班もありました。「Forms」で行った

リスナーシート（相互評価シート）の記入も発表を聴きながら素早くできていて、生徒のタイピング能

力の向上に驚かされました。 



後期生徒会活動開始 
 11 月 9 日に後期生徒会の認証式が開催されました。前生徒会長なら

びに前期専門委員長の 3 年生から、新しく組織された生徒会役員と専門

委員長に引き継ぎが行われ、認証書が手渡されました。 
 

＜エイズ予防週間＞ 
 エイズについて正しい知識や予防法を学び、自らを守る                     

術を身に付けるとともに、疾患に対する差別意識を無くし、          後期生徒会認証式 

思いやりの心を育むことを目的として、生徒会保健委員会

が世界エイズデーである 12 月 1 日の週を笹塚中エイズ予

防週間として活動しました。保健委員会では、全校生徒に

レッドリボンを配布し、公益財団法人エイズ予防財団への

募金活動も行いました。 

 

＜落ち葉掃き＞ 
 生徒会環境整備委員会と 1年生が主体となり、

校内の落ち葉掃きを実施しています。用務主事と

連携をして、早朝にもかかわらず自分たちの生活

環境の整備に努めている姿はたいへん頼もしく感

じます。桜の葉も散り終わり、次はイチョウの落

ち葉掃きを予定しています。 

 

＜笹幡地域あいさつキャンペーン＞ 
 例年は、地域や保護者の皆さんと取り組んでい

るキャンペーンですが、今年度はコロナ禍という

ことで、校内だけで実施をしました。生徒会役員

と各専門委員会の委員長が中心となり、あいさつ

を通して校内のコミュニケーションを図り、笹塚

中One Team をさらに深めていきました。 

 

 3 年生から 2 年生へとバトンが引き継がれ、試行錯誤しながらも新生徒会も毎日前進しています。先

輩が築き上げてきた伝統を大切にしながらも、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からの対策を

取り入れた新しい生徒会のスタイルにも挑戦しています。 

 

生徒表彰 
＜バスケットボール部＞ 

●渋谷区中学校バスケットボール秋季新人大会● 

    【第三位】 （青木、平田、諏訪戸、堀田、町田、福田、大橋、千原、安西、金井） 

    【BEST OF PLAYER】 青木 凜音 
 

１２月の生活目標 

  規範意識の向上 

  「人・物・時間」を大切にして、学校生活を送ろう。 

１２月の安全目標 

  ・暖房器具の安全な使い方と換気を意識する。 

  ・冬季休業中の安全な生活を身に付ける。 

  ・遊戯場への出入り、金銭トラブルの注意。 



１２月・１月の主な行事予定 

１２月 １月 

日 曜 行     事 日 曜 行     事 

１ 火 三者面談 １ 金 元日 

２ 水 三者面談 ２ 土  

３ 木 三者面談 ３ 日  

４ 金  ４ 月  

５ 土  ５ 火  

６ 日  ６ 水  

７ 月 全校朝礼 安全指導 ７ 木 冬季休業日(終) 

８ 火  ８ 金 全校集会 給食始 第Ⅳ期時間割始 

９ 水  ９ 土  

10 木 歯科指導(１年) 10 日  

11 金 校外学習(１年)(２年) 11 月 成人の日 

12 土  12 火  

13 日  13 水  

14 月  14 木  

15 火  15 金 オリンピック教育授業 

16 水 専門委員会 16 土  

17 木  17 日 渋谷区防災点検の日 

18 金 パラリンピック教育授業(１年) 18 月 全校朝礼 安全指導  

19 土  19 火 脊柱側わん検診(２年) 

20 日  20 水 専門委員会 

21 月 生徒朝礼 QUテスト 21 木  

22 火 避難訓練 22 金 展示発表会 

23 水  23 土 土曜授業 展示発表会 学校運営協議会 

24 木  24 日 しぶやニュー駅伝 

25 金 
全校集会 一斉清掃 給食(終) 

プログラミング教室 
25 月 

生徒朝礼 

26 土 冬期休業日(始) 26 火 都立推薦入試 

27 日  27 水 都立推薦入試 

28 月  28 木 移動教室前検診(１年) 避難訓練 

29 火  29 金  

30 水  30 土  

31 木  31 日  

2020 年もたいへんお世話になりました。皆様、よいお年をお迎えください。 


